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Ⅰ 第１問  
 問 1 それぞれのつりあいの式は， 
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  問 2 (a) ドップラー効果の公式より， 
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(b) 人工衛星の円運動より， 
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 問 3 (a) 屈折の法則より， 1
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問題文や図より，微少角を近似して， 
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   (b) a となるので，
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 問 4 コイルついてのモーメントのつりあいを考えて， 
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第２問  
 問 1 ファラデーの電磁誘導の法則より， 

1 1v n
t





  ⇒ １ ⑤ 

2 2v n
t





  ⇒ ２ ⑥ 

 

 問 2 (a) 電圧は巻き数に比例するので， 
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(b) 一次側の回路で， 
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(c) 二次側の回路で， 
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最大になるとき， 
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Windom 

第３問  
 問 1 内部エネルギーがU RT で与えられているから，  

1 vU C T  と比較してこの気体の定積モル比熱は 

vC R と書ける。また， RCC vp  より，
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  (a) 定積変化だから， PV R T   と書けて， 
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  (b) 定積変化だから， P V R T   と書けて， 
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 問 2 (a) 熱力学第一法則より， 
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(b) それぞれの変化後の状態方程式は， 
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 問 3 (a) 過程Ａは等温変化だから熱力学第一法則より， 
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    また，Ｐ－Ｖ図のそれぞれの過程の面積をイメージす
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(b) 断熱変化なので， 
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Ⅱ 

問 1 力積と運動量の関係から， 
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問 2 鉛直方向のつりあいより， 
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問 3 水平方向の力積と運動量の関係から， 
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鉛直方向の力積と運動量の関係から， 
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問 4 エネルギーが保存されるから， 
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問 5 2M m , tan tan 45° 1   を代入して， 
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【講評】 問題量は例年通りかなり多い。難しい問題も含まれ，

解けそうな問題をだけを素早く解くのが肝要である。 
第１問は割と解きやすいが中には計算で戸惑う問題もある。 
第２問は途中から計算が大変で解きづらい。 
第３問は難易度は高いが，熱力学になじみのある人は何とか解

けたのではなかろうか。 
Ⅱもあまり慣れていない問題。似たような問題を解いたことが

ある人であればそれなりには解けたであろう。ただ，立式の

中身を知らなければ難しいし，最後は計算が大変である。 

 
 


